
第三期大野市環境基本計画の概要【全体版】（改訂後）

【計画期間】令和３年度～令和１２年度 ３．環境像 大野市の将来の望ましい姿を「環境像」として設定しました。１．目的・目標年次

大野市環境基本計画は、平成10年３月に制定された大野市環境基本条例の基本理念を実現する
ため、良好な環境を保全することはもとより、より良い環境の創造をめざし、平成12年３月に30
年後の都市像を展望しながら策定されたもので、市・市民・事業者がそれぞれの責務を果たすと
ともに、互いに協力し合い、総合的かつ計画的に施策を推進していくことを目的としています。

重点施策① 身近な自然とふれあう活動の推進
重点施策② 野生動植物の保全
重点施策③ 地域資源の活用

重点施策① 農地（里地）の保全と活用
重点施策② 山林（里山）の保全と活用

２．対象とする環境の範囲・計画の位置づけ

■大野市全域を対象範囲とします。
■大野市環境基本条例第８条に示す施策の基本方針を推進していくうえで必要な環境要素を
対象としますが、次のものについては、計画の対象外とします。

■上位計画である『第六次大野市総合計画』を環境面において補完する行政計画として、大野
市環境基本条例第９条に基づき定めるものです。

■同時に、次の法定計画としても位置付けます。

第三期大野市環境基本計画の対象としない環境要素

○自然環境（河川・湧水地）、
○水循環（水資源、水源保全、水インフラ等）

水環境保全に関する要素は、
『大野市水循環基本計画』

の対象

第三期大野市環境基本計画と一体的に策定する計画

○生物多様性地域戦略
（生物多様性基本法）

○市町村食品ロス削減推進計画
（食品ロス削減法）

○地方公共団体実行計画（区域施策編）
（地球温暖化対策推進法）

整合・連携

『大野市水循環基本計画』

流域マネジメントの推進によ
り、水辺や里地里山など、生
き物の生息・生育・繁殖する
環境を保全
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４．基本目標と各施策 「環境像」の実現を目指して５つの基本目標を定め、
施策の基本方針ごとに各施策を展開します。

水循環共生都市 越前おおの
～水、物、人がやさしくふれあうまちを目指して～

(目標年次）

第一期環境基本計画の期間 第二期環境基本計画の期間 第三期環境基本計画の期間

第一期・二期に展望した
環境像を確立するための

最終期間

(基準年次） (展望年次）

大野市環境基本計画の目標年次

（2000年度） （2010年度） （2021年度） （2030年度）

平成12年度 平成22年度 令和3年度 令和12年度

整合・連携

『大野市脱炭素ビジョン』(R5.3)

・・・今回の改訂に伴う追加・修正
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※「環境基本計画」と「水循環基
本計画」それぞれに基づく施策

により、生物多様性の保全に取
り組みます。

基本目標① 自然との共生社会の形成

先人から受け継がれてきた豊かな自然を、市民一人一人の力によって次世代へと守り伝えるとと
もに、その恵みを地域の発展に活用するなど、自然と経済活動の調和のとれた社会を目指します。

重点施策① 脱炭素に向けた行動の促進
重点施策② 脱炭素型のまちづくりの推進
重点施策③ 気候変動適応策の推進

重点施策① 省エネルギーの推進
重点施策② 再生可能エネルギーの利用促進
重点施策③ 森林吸収源対策の推進

基本目標② 脱炭素型社会への移行

2035年までにカーボンニュートラルを達成させるため、省エネルギーの取り組みや再生可能エネ
ルギーの利用などにより、脱炭素型のライフスタイルや事業活動が定着した社会を目指します。
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基本目標③ 資源循環型社会の構築

３Ｒ（リデュース：発生抑制、リユース：再使用、リサイクル：再利用）活動を
通じて廃棄物の減量化と資源化に取り組む資源循環型の社会を目指します。

重点施策① ３Ｒによるごみ排出量削減の推進
重点施策② 食品ロス削減の推進
重点施策③ プラスチックごみ削減の推進

基本目標④ 快適な生活環境の保全

大気・水・土壌などを良好な状態に保ちつつ、歴史的、文化的遺産や自然景観に囲まれた、安
全・安心で快適に暮らせる生活環境を目指します。

重点施策① 公害発生の防止
重点施策② 環境美化活動の促進
重点施策③ 野外焼却、不法投棄の防止

重点施策① 良好な景観形成
重点施策② 歴史的、文化的遺産の保存
重点施策③ 公園や空き家、空き地の適正管理の推進

基本目標⑤ 総合的な取り組みの推進

持続可能な社会の担い手を育む教育や、市民協働による地域の特性を生かした環境学習や自然環
境保全の取り組みを推進するとともに、環境に関する情報の収集と共有化を推進します。

重点施策① 持続可能な社会の担い手を育む教育の推進
重点施策② 市民協働の取り組みの推進
重点施策③ 環境情報の収集と共有化 2

大野市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

太陽光が降り注ぐ平家平のブナ林

2023年（令和５年）３月 大野市

人

結（ＹＵＩ） エネ
ルギー自然

大野市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

「Connect 2050
人・自然・エネルギーのつながり」

～優(Y)しい心と 美(U)しい自然で
挑(I)む カーボンニュートラル～

取組方針A

豊かな森の保全によるCO2吸収促進

取組方針B

快適で脱炭素なライフスタイルへの転換

取組方針C

地域資源を活用した再エネの導入

取組方針D

再エネを活用した地域経済の成長・循環

取組方針E

結の心・協働

①小水力発電
の導入拡大

③太陽光発電
の導入支援

②森林吸収分のカーボン
オフセット事業の構築

①森林資源の好循環
システムの確立

①脱炭素住宅・建築物＆
ゼロカーボンドライブの促進

③市街地エリアのスマート
コミュニティ整備

②公共交通の

脱炭素化

④ごみ減量化
の推進

②バイオマスエネルギー
の利活用

①再エネの地産地消スキーム
・ビジネスモデルの構築

産業団地
（RE100支援） ③農業系未利用資源を活用

した通年型農業の構築

「Connect 2050 人・自然・エネルギー のつながり」

～優(Y)しい心と 美(U)しい自然で 挑(I)む カーボンニュートラル～

①官民連携による脱炭素
プロジェクトの推進

②再エネ供給
による産業振興

②脱炭素人材育成と
ネットワークづくり

市産材エコハウス（使う）

燃料利用（使う）

主伐・間伐
（伐る）

間伐材等
（造る）

好循環

再造林（植える） 埋め合わせ
（オフセット）

道の駅等での
ブランド作物の販売

もみ殻等の
未利用資源の活用

農業事業者

インフラ整備

再エネ設備の導入 BCP対策

企業誘致

再エネ電力100％
エリア

需要供給

再エネの
地産地消

①仲間づくり

設備導入 ESG投資

再エネ電気供給 環境教育

省エネ診断

経営支援

脱炭素課題解決マッチング

③脱炭素課題の解決
②共に学ぶ

もみがら・間伐材等

市内事業者との地域連携積雪への対応検討

ポイント制度や
ナッジの活用

エネルギーマネジ
メント・運行情報

中心市街地の活性化

災害時利用

平常時利用

調整役

郊外

木質バイオマス発電所

歴史的まちなみの保全

ITサービス

給電（停電時）

充電（平常時）

越美北線

カーシェア
ライドシェア

自家消費型 熱利用

発電利用

工場・企業他

取組検討・施策評価
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